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学校教育評価表　（小・中学校）
大津市立　唐崎中学校

評価の基準  （ ３：よくできた　　２：できた　　１：あまりできなかった　　０：まったくできなかった ）

項　　　目 評　価　の　観　点

　主体的・対話的で
深い学び

 支持的風土を育てる学級・学年集団づくり
の実践

　改修後の新しくなった教室で、意欲的に学習に取り組む姿が見られた。わからないこと
や考えを聴き合う授業から、互いに支え合える関係が育まれている。また、行事の事前・
事後学習では、ICTを効果的に活用して情報を整理したり、意見を交流したりする中で、
コミュニケーション能力を育成する取組ができた。生徒たちの主体的・対話的で深い学び
を追究するために、校内研究や夏季研修会を実施し、グループ活動を取り入れた指導方
法の工夫・改善を日々積み重ねることができた。生徒一人ひとりが活き活きと活動する
授業をめざし、研究や研修会を進めていきたい。

・長期の改修工事に生徒さんの不自由はいかばかりかと思います。よく耐えられたと思う。
・コミュニケーション能力を育成することは、先のことを考えても、とても重要なことだと思います。活き活きと活動する生徒が増えていくことを期待しています。
・教師間で指導方法を工夫したり、改善されるよう研究を熱心にされている様子が分かった。
・深い学びを追求する授業……難しいことでしょう。基礎的な知識や力が重要になると同時にコミュニケーション能力をつけること。学問の喜びのある授業を。
・授業の工夫改善に努められた生徒たちは落ち着いて意欲的に学習に取り組めている。今後も一人ひとりがお互いを高めあえる学びをお願いします。（生徒アンケート6，7，8，
10，11から）
・生徒同士が互いに認め合い、どのクラスも雰囲気が良いように感じられる。また、このことから道徳的にも良い環境だと思う。
・支持的風土を育てる集団作りに努めているとのことであり、好ましく思われる。実際に、学習参観の機会においても、落ち着いて前向きな学習姿勢が感じとれ、良き校風とし
て、今後も取り組みを継続、推進されるよう期待したい。
・コミュニケーション能力は学力と同様に非常に重要なので、これからもICTを活用し、生徒が自ら興味や関心を持ち、学習内容を深め、同時に他者とのコミュニケーションを促進
する授業をお願いします。

 協同する体験・伝え合う喜び・コミュニ
ケーション能力の育成を図る授業の工夫
改善（ＩＣＴの活用含む）

 主体的・対話的で深い学びを追究する授
業研究や研修会
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　道徳教育の
充実

 生命を尊重する心やいじめを許さない態
度などの道徳的実践力を 育てる活動の実
施

　「特別の教科道徳」となり、現場で対応するための研修をしていた時期が過ぎ、指導者
もある程度余裕を持って授業に臨み、評価にも取り組むことができている。そのような経
緯もあり、かえって、５の「 道徳科の授業・評価に関する研究や資料の開発・整備・交流」
の評価が低く出たかと推測される。
　これまで研修を深め、エンカウンターやローテーション道徳などの実践を重ねてきた
が、次年度はこれらをふまえ、他学年でも共有できる資料を充実していきたい。
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・道徳というと皆構えてしまう傾向にあるが良い事、悪い事が分別できるとよい。
・中学生は人格形成の観点から道徳の授業はとても重要だと思います。保護者も含め、更なる充実を図っていただきたいです。
・次年度まで見据え、計画的に動かれているのが良いと思います。
・道徳・倫理観は日ごろの生活そのものの中に身についてゆくので、大人（保護者）のあり方、授業の公開や親子の会話を通して授業内容が生かされるとよい。
・ローテーション道徳などの実践を通して無意識の偏見に気づき、柔軟によりよい人間関係を築いていっていただきたいです。
・道徳の指導においてローテーションの体制も取り入れられ、より多くの先生から指導を受けられ、生徒にとってもよりメリットがあると思われる。また、教材準備も深まり、効率化
も図られると思われる。
・おいそがしい中、先生方も教材の充実や指導方法を工夫し、道徳教育の充実を図っておられるのが感じられる。地域とも連携し、ますます充実した道徳教育を進めてほしい。

 道徳科の授業・評価に関する研究や資料
の開発・整備・交流

 保護者等への道徳科の授業公開

  体力づくり

 たくましい心と体を育てる魅力ある授業の
工夫改善

　部活動において、各部の大会だけでなく、学校代表として出場した駅伝では、全国大会
出場を果たすなど、決して体力づくりに取り組んでいないわけではない。しかし、長寿命
化工事の影響で体育館部の活動が大きく制限を受けていることや、働き方改革の一環と
して、部活動の活動時間の大幅な削減などが、自己評価が低く出たことの原因ではない
かと考察される。
保健体育の授業においても、走る運動よりも、楽しく取り組める授業実践を推奨されてい
ることから、以前に比べて授業の予備運動などで体力を向上させる運動を行えていない
現状である。
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・駅伝の全国大会はすばらしいことだったと思います。部活動の時間の削減等で生徒の体力の低下が懸念されます。
・体力向上は日々の積み重ね、部活動などで運動をしていない生徒たちに運動できる場と意識が必要だと感じる。
・駅伝では、全国大会出場おめでとうございます。明るいニュースに力をもらえます。
・体育館の改修やグラウンドの縮小、また真夏の猛暑などで運動することが制限され残念ではあるが、スポーツの大会など開催し、それに向かって体力づくりをするように目標
を作っていってもいいのではないか。
・駅伝では、市大会、県大会で1位の成績を収め、全国大会出場を果たし、唐崎中の存在が大きくアピールされる結果となり、地域住民にとっても明るいニュースとなった。全校
の生徒にも、前向きな意欲を持たせる機会が得られたように思われる。
・体育館の使用に制限がある中、工夫した活動ができていると思います。

 体力づくりを推進する運動実践

 体を動かす気持ちよさを体験させ、進ん
で体を動かそうとする意欲の育成

  指導改善
   （組織的・計画

的）

 学力向上を目指した指導体制・指導方法
の工夫改善

　学力向上を目指した指導体制としては、昨年度同様、年間を通してキャリア学習に取り組むことで、将
来に向けての意識を持って学ぶことを大切に継続実施している。ただ、学力向上が結果として数値に
表れない生徒もおり、そうした生徒に対して粘り強く、丁寧に指導していく必要がある。指導方法の工夫
改善においては、これまで推進してきた校内授業研究を学期に一度実施し、外部講師をアドバイザーと
して招聘することで、教職員相互の授業改善に繋げることができている。特に、校内授業研究会では、
目の前の生徒の学ぶ姿から授業改善を考える形式で協議することが定着してきた。
　教職員の指導力、情報活用能力、及び組織的な教育力の向上については、職員会議で特別研修の
時間を設け、教職員の指導力や組織的な教育力の向上に資することができている。特に、今年度は、
「OJT」の観点から若手教員への研修を想定した内容を提供することができた。
　働き方改革の取組と教育活動の質の改善については、教育課程や行事の見直し等、教育活動の精
選を図りながら、時間短縮等効率面も考慮しながら学校の教育活動を組織的・計画的に進めることが
できた。今年度は、相対的に教職員の残業時間縮減が進められている現状があり、その点に関して
は、働き方改革がこれまで以上に推し進められた感がある。今後も引き続き、全教職員が働き方改革
を意識して取り組んでいきたい。
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 教職員の指導力、情報活用能力、及び組
織的な教育力の向上

 働き方改革の取組と教育活動の質の改
善

  育ちと学びを支える 連携

・一部の生徒は熱心に活動するが、将来必ずボランティアに時間をとることは自分に返ってくる事を生徒に教えてあげてほしい。
・働き方改革の中、指導力の向上、指導方法の改善に取り組むことは大変なご苦労だと思います。働き方改革も具体的に数字として表せるものは明示し、共有していく必要があ
ると思います。
・外部からアドバイスを受けられているとのことで、さらに教員一人ひとりが、授業の改善にむけて努力されていることがとても良いと思います。
・働き方改革と言っても、保護者対応にかかる時間も多く、個々の生徒たちの対応をていねいにすること、組織的に適材適所でがんばっていただくことで乗り切っていただきた
い。
・将来に向けての意識を持って学ぶことや目の前の生徒の姿を把握することが定着していることはすばらしいことです。
・働き方改革が定着し教職員の就業時間が縮小されることはいいと思うが、少なからず自宅で仕事をしていることもあると思うので、そういった所が負担にならないようにしてもら
いたい。
・年間を通してキャリア学習の取り組みを進めているとのことであり、好ましいことの一つと言える。将来に向けての学習機会や情報を得ることにより、学習への意欲の増進や動
機づけにつながると思われる。
・働き方改革が進んでいるが、自宅に仕事を持ち帰っているだけでは意味がないので、効率的に仕事ができるように引き続き精進を図りながら教育活動を行ってほしい。保護者
アンケートの設問９のあまり当てはまらない、あてはまらないを合わせると36％になるのが気になります。

①
家庭・地域と

の
連携・協働

 保護者の子育てに対する積極的な支援

　日頃の家庭連絡等、家庭との連携を進んで行った。1、２学期の終わりに全校生徒に三者懇談を実施した。日
頃の子育て等に悩む保護者には共感の姿勢で接し、SCや関係機関を紹介し、より専門的な支援に繋げた。ま
た、日々の教育活動や学校の様子について、毎月の学校通信や学年通信を保護者に直接配信できる保護者
用連絡アプリ「tetoru」を使い、継続して発信した。全校一斉に授業参観を行ったり、体育大会や合唱コンクール
を保護者に公開したりした。
　学校運営協議会では毎回熱心に協議いただき、生徒との意見交流も行った。例年、地域の協力のもと寺子屋
学習会や赤い羽根共同募金活動を行っている。さらに、地域学校協働活動推進員には地域の人材をキャリア
教育講演会の講師として紹介していただいたり、地域で子ども達の力が必要な場面をボランティア活動として紹
介していただいたりして、子どもたちが地域の人々と交流したり、地域で活躍する場を作っていただけた。今年度
の学校夢づくりプロジェクトでは、学校前の通りに焼物で作ったランプシェードを設置することを目標に活動に取
り組み、地域の広宣工業より設置に関わる技術を指導いただきながら、子どもたちの手で設置を行うことができ
た。
　防災教育については避難訓練を各学期に1回実施した。今年度は担任以外の授業者が避難誘導を行う実践
的な避難訓練を行った。また、3年生では例年通りかまどベンチを活用した防災教育を行う予定である。

②

 保幼小中
の
 連
携

 子どもの校種間交流や教員の出前授業
　子どもの校種間交流については、１学期に部活動公開を数回設定し、次年度入学予定の児童ならび
にその保護者が参観できる機会を設けた。また、教員の出前授業は２月に実施するが、担当者同士の
取り組みに留まらないよう、各学年より授業者を募って実施する予定である。
校種間の授業公開について、月１回小学校へ出向いて、参観する機会を設けている。また、今年度は
中学校の授業研究会に小学校教員が出席する機会があった。
昨年度実施できなかった学区保幼小中合同研修会を、今年度は唐崎支所にて実施することができた。

 保護者・地域との交流や情報発信、参
観、 懇談会、研修会の実施、地域人材の
活用

 防災教育の推進、感染症対策の推進等、
安心・安全な学校づくり
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・家庭環境も複雑化、多様化していて対応も大変だと思いますが、引き続き支援をよろしくお願いします。避難訓練も、より実践的な内容となるよう工夫し、繰り返しの実施をお願
いします。地域との交流もさらに興味をもっていただけるよう、各団体と考えていきたいと思います。
・家庭と積極的に関わり、関係機関につなげられていることが分かりました。Tetoruの活用も、保護者にとって大変分かりやすく、良いツールだと思います。
・地域ボランティア、PTAなど大人が積極的にかかわることが少なくなっているので、子どもたちにその姿をみせ、背中で社会参加を教えることがむずかしくなっている。防災教育
をよろしくお願いします。課題として、できることをよろこんでする風土の育成。
・子育てなどに悩む保護者に対して迅速に親身にかかわってくださっている点（保護者アンケートの設問5，6，7から）心強いです。
・テトルやホームページを使った学校情報の発信に努めているとの受け止めができ、好ましく思える。こうした情報発信が、地域や保護者の理解が深まり、学校への信頼や協力
姿勢の高まりにつながるものと思われる。
赤い羽根共同募金の街頭募金活動や寺子屋学習などの生徒の皆さんの地域での活動により、わが地域の学校としての存在感の高まりにつながると思われる。また、生徒の皆
さんにとっても、そうした活動によって、奉仕の意識や自己向上の意識がより高まるものと期待が持てる。
・地域からボランティア活動の要請だけでなく、生徒から地域でこんなことやってみたい……という声が上がるように、生徒が地域に関心を持ち、連携できるように活動していきた
い。アンケート結果で生徒・保護者ともに地域・ボランティア活動への興味関心が低いことが課題。

・先生の努力が生徒に伝わることを期待します。
・恵まれた立地条件を有効に活用して、さらに交流の機会が増えることを規定しています。（特に小・中の連携が重要）
・中学校の授業研究会に小学校の教員が参加されたのは、将来を見据えた良い機会になると思います。
・季節の行事や文化を通して保幼小中の連携ができるとよい。
・保幼小中のなめらかな接続を今後も期待しています。
・唐中においては中学校と小学校は連携が取りやすく、幼稚園・保育園に関しては難しいと思うが、地域の団体などを介して連携をとってもいいのではないか。
・地域で育ち成長していく子供たちなので、地域内の保幼園や小中学校が連携し、情報の交流、共有を図ることは有意義で、継続した取り組みを期待したい。
・ほぼ一学区の唐崎ならではの取り組みを進めていってほしい。

 校種間の授業公開や合同研修会

 保幼小中の接続期の教育課程の編成等
校種間のカリキュラム研究
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①
生徒指導
体制の
充実

 いじめや暴力行為、不登校等生徒指導上
の諸課題の早期発見、日常的な予防指導
※

　週1回の生徒指導部会と教育相談部会で、情報共有と様々な問題行動等への対応や未然防止について検討
することができた。また、生徒指導部会と教育相談部会で協議した内容を職員に周知することで、共通理解を図
るとともに、生徒指導対応や生徒支援の意識を高めることができた。
　いじめについては、毎月「お悩みアンケート」と学期に1度「いじめアンケート」を行い、生徒が困っていること
を、こまめに把握する機会を設けている。また、今学期は「いじめアンケート」について、内容を見直し、より活用
しやすいものになるよう、改善を図った。
　不登校の問題については、生徒一人ひとりが安心して学校生活を送ることができるように、「校内ウイング」と
呼ばれる別室を設置し、全職員で運営している。また、大津市子ども・子育て安心課等の各関係機関との情報
共有を密にするように努め、孤立する生徒がいないようにすることや、多角的に生徒を支援していけるように心
がけている。

②
特別支援
教育の
充実

 個別の教育支援計画及び個別の指導計
画の作成と活用

　夏の研修会で個別の指導計画や支援のあり方についての研修を行い、学校全体で共有することができたの
が良かった。困り感のある生徒の授業での様子や生活面での行動・状態を整理をすることで、支援の方法や手
立てを考え、個別の指導計画を作成し学校全体で実践することができた。また、教育支援センターの巡回相談
や子ども発達相談センターのアドバイスをいただき、対象となる生徒一人ひとりの教育的ニーズに沿った支援の
在り方について、随時特別支援教育部会で情報を共有し、方向性を検討した。校内の通級指導学級も３年目と
なり、特性に合わせて活用する生徒が増え、通級が登校意欲を高める要因となっている生徒もいる。

・いじめについては、未然防止することが一番重要なことだと思います。不登校の生徒も減少するよう、引き続き、きめ細やかな対応を心がけてください。
・部会で協議された内容を、他の教員に周知、共有されているのが良い。いじめのアンケートについて、どのように内容を見直されたのかが知りたいです。
・不登校の支援の難しさを思うと、家庭環境の問題、また、子供の成長を待ち、支援することなど多くの（多くなくても）人々との出会いにより、大人になっていくサポートをお願い
したい。
・生徒指導や教育相談で組織として対応する体制が整えられ対応がなされていることは評価できる。
生徒に対するアンケート多数回実施されていることで、現状の把握や早期対応につながり、充実した体制がとられていて好ましく思われる。
・不登校生徒が年々増えているが、引き続き生徒の状況に応じて、学校と家庭、関係機関が連携して支援を行ってください。

 生徒指導・教育相談体制の確立と組織的
な推進　※

 家庭・地域・関係機関との連携による指
導

3

　保護者アンケートのすべての評価の平均値（３点満点、小数第2位まで記入）

3
・個別の支援計画、指導計画の作成は、とても重要だと思います。今後も関係各所と連携して、支援教育の体制が良くなることを期待しています。
・それぞれの生徒に合った細やかな支援が行われている様子が伺えます。
・特別支援についてもきめこまやかにニーズに合わせ、ほんとうに大変ですが、特性（学力等も含め）に合わせての選択は保護者や生徒本人の意識でかなり実のあるものにな
るように思います。
・個別の指導計画を作成し、個人個人に応じた学習支援がなされる学校の体制は、たいへん好ましいと思われる。

 組織的・計画的な特別支援教育体制の確
立

 関係機関と連携した相談体制の充実

　学校満足度 　児童生徒の学校満足度

　児童生徒アンケートのすべての評価の平均値（３点満点、小数第2位まで記入）

組織的体制の充実


